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マ
〈
内
今Jlj必
咋
も
二
月
二
十
八
臼
か
ら
一
コ
一
』
万
完
十
一
ゴ
】
ユ
一
百
臼
ま

マ
多
肱
渇
岨
す
ゐ
時
悶
筋
別
で
、
気
品
祭
瀧
的
に
車
Tχ八
火
に
な
り
や
す
い
苧
節
。
桝
消m
防
本
部
で
一
は
は
「
生
耳
諮
悶
泊
一
部
に
し
干
主
令
つ
火
の
同
検
」
老
蕊
一
一
テ7
1マ
に
尺
、
命
八
ム
ω
 

マ悶弱叫ヤ三一忍遜間伊を一卓単両し引火匁…災災と林慾ム野野火災の一紡紡止に慧向努古仇『1

倒悦問惇笠川工止は一般白し火火災
f
訪
に
雷
寧τ員策H山臼(二ιをぜ岬慨悶茸乏惜遼導珪弾F
溺
劉
を
擦
の
上
市
り
て
い
く
方
針
。
ム

昭

和

五

十

年

度

量

定

義

雪

録

さ

れ

た

語

録

譲

〉

と

費

一

一

軍

事

委

震

に

比

較

し

A
警

は

了

七

警

察

ど

匂

都
市
計
麗

M
D課
税
の
基
礎
と
な
る
標
準
額
約
額
計
算
自
暴
礎
石
な
る
を
越
え
あ
部
発
に
つ
い
ず
ほ
価
格
の
五
倍
、

B
摩
地
位
一
傍
に
靖
綴
e

c

φ

鷲
録
さ
れ
た
繍
格
に
木
緩
が
品
る

土
地
、
家
崖
な
な
日
ぴ
に
償
却
出
開
設
の
額
)
む
主
な
内
容
は
次
の
と
お
D
e

百
分
の
五
十
が
詳
パ
ι
標
準
額
と
な
農
地
芝
市
街
低
調
車
ば
域
内
D
農
地
場
合

昭
和
五
十
年
一
月
一
日
混
在
の
服
務
す
土
地
の
価
格
と
棚
納
税
穣
串
額
る
。
ハ
昭
和
田
十
九
詑
i

度
吐
伯
目
的
の
は
昭
和
四
十
九
年
度
と
昂
額
。
縦
長
の
約
果
、
価
格
に
ネ
院
が
あ

を
決
定
し
、
間
定
堂
島
台
帳
に
登
繰
①
昭
和
田
ι
九
年
中
に
地
目
の
坐
吏
約
百
分
の
コ
一
十
〉

wv
寂
需
の
価
格
と
弔
税
標
準
額
る
と
き
は
、
三
月
一
門
け
か
ら
一
一
月
一
一
一

し
と
の
で
場
一
刀
法
の
定
め
に
よ
D

ま
た
は
分
筆
、
合
筆
等
品
開
動
が
な
い
①
僧
ふ
が
し
所
有
す
る
非
佐
宅
問
的
の
家
間
日
h
K
M
格
と
課
税
扱
準
続
と
同

L
Hま

τ人、
平
坂
」
河
内
定
校
時
一
評

豪
語
縦
覧
宅
行
う
。
ィ
在
、
昭
和
四
十
九
吋
芸
術
搭
課
童
相
官
、
価
格
白
書
宮
額
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
四
十
九
括
的
審
喜
望
(
言
語
長

{
縦
覧
鰐
欄
間
}
・

3
月
1
H
1
3月
諜

)

に

湾

審

査

の

一

申

し

出

が

で

き

智
戸
時
日
午
前
8
境

分

か

ら

牛

譲

事

鴇

野

協

議

議

欝

鰭

域

内

J
議

掛

紘

一

田

急

事

R
i
a

品。

後
5
時

ま

で

。

+

費

量

呂

も

お

同

醐

議

繋

ぷ

審

議

勝

私

語

露

戦

欝

間

接

か

ら

鵠

隠

た

号

車

、

家

訟

で

霊

平

門

男

お

豆

一

芝

、

十

九

ま

に

量

が

な

ノ

¥

昭

一

醤

門
縦
覧
場
起
用
}
右
寄
襲
撃
と
向
額
だ
が
崇
動
の
あ
っ
た
士
加
は
六
十
と
な
る
。
俗
語
四
十
九
年
度
中
に
増
改
築
や
二
部
取
り
壊
し
な
十
九
重
の
宿
格
品
舗
の
警
の

警

類

似

す

Y
9土
地
由
昭
和
四
十
円
卑
度
は
価
格
白
約
百
分
の
一
一
三
ど
の
異
動
の
な
い
家
屋
は
抱
和
田
十
露
お
よ
び
士
宮
重
量
識
に

門
縦
覧
で
き
る
人
}
@
費
監
の
所
有
の
価
格
に
比
鵠
じ
た
駈
格
に
窓
吏
吉
広
人
が
汁
所
有
す
る
非
住
宅
用
地
む
九
年
度
と
同
額
。
昭
和
四
寸
九
日
片
辺
対
す
る
士
小
限
は
、
再
習
を
を
み
芦
な

者
と
同
窟
の
親
桜
、
納
税
斡
珂
人
、
れ
て
い
る
。
課
棒
単
調
ぽ
、
統
括
が
そ
の
ま
ま
に
新
都
心
、
岡
山
軒
町
惜
の
念
日
出
は
明
町
内
い
。

渋
定
代
用
人
、
所
~
一
H
v引
の
善
任
ま
た
部
住
宅
附
的
の
諌
宇
hn
は

-
K同
一
中
山
耐
性
九
笹
!
と
な
る
。
(
ド
刊
山
川
;
ー
ド
八
町
門
的
計
日

f
wに
よ
り
訂
日
川
市
し
く
U
L
r
u
y
o
p
M
l

ヘ
ア
・
一

は
同
窓
h
q得
た
人
が
二
石
市
小
方
ル
以
下
ま
た
は
、
一
区
九
汁
皮
は
仲
柏
町
山
町
h
升
の
七
十
)
し
、
問
格
を
的

r一
レ
た
。
ぃ
亡
し
内
純
一
六
六
)
へ
お
計
ず
ね

J

1
1×
1
1〉ハ
i
!

限
切
ぎ
平
方
M
9
8え
る
も
の
の
三
巾
館
皮
域
の
A
鹿
幼
お
よ
ぴ
B

V
暗

部

資

産

在

。

昭
和
五
十
庄
度
の
課
税
台
幌
に
登
う
ち
一
一
百
平
方
肘
ま
支
は
昭
和
田
十
農
地
の
設
が
探
鯨
額
は
、
閉
和
国
十
償
訴
皆
震
は
申
告
に
わ
と
子
き
曲

車内的311明は2Ji
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えすミさ
き重殺害事務所穏談皇室
母子相説得母子相談員 e平目、官時---15時30分，常説
家庭\~軍本民投・家庭\~璽相談員・平日、 9時-16時、常設

務少年紹書課2藍/禽ダ年務内
青少年相談・青少卑相談員@平日、習時-16時個常設

望書E悲観談窓/濁害事主題IX行政センター智(22)2111 
教首相談 'H誌皐月 a水揚金 e土曜日・ 2時-17時
否<:i豊寧古文相談・俵i車京嘱目・ 10時-16時 (8時三界受付〉
培地建物相殺 e毎月第1金 .10時、.16時(8 滑車受付制緩有〉
設置相談毎毎月第2、簡3、第4金曜5・13蒔-16時

(8時半受吋人数翁l涼有〉
門職 相談@祭主y星火曜日、木目糧自・昔時-16時
高錦者職業相輯，毎月講し第3木健審B.1百時-16時
交通事故穏糧費 e鋳濁汚 1自時-16時@場所5Cj撞安全協舎内

7害援拐殺禁/荷役所管(22) 総

}般法律相談・弁護ト講3火曜日・ 13持-16時 C人数f減反待〉
人擢活閣官談・人権探議委員，毎月第1士輔自省時-16時
行政官苦情相談 z行政相談員 e毎月第1i離日・1車時-16時
設置さ相談 a 間法曹士，毎月第2金3富田 .13時-16時
宅地主主物相談盆弁護士 a毎月第1金橿臼 .13時-16時〈人数総額、有〉
心混とと棺談・民生議員 s草月第1、第3月曜日・ 9時-15時
高齢者車様相談・県社会穏ぜ協議会職員・毎週水調B.5i圏め除ぐ噂 10時-16時
発明考案 f特許J樹訴・弁理ゴヤ@毎月第2趨闘の月曜日 -1車時_15時
下言曹取四五回あっせん。県::tl総震興企耳義援し毎月第3木種目13時-16縛
消墨費生軒相談 e間望者生活コンヨテ.J!.虫ジト・鉱頃泣く曜日・ 10持-15時

教事害研究完号線霊費空軍
章受膏精髄・教宵研究所甑鐸劫 F事務沼~食燦臼・昔時-15訴事
。受付時閣の望書いて晶るものiムタもは穏毅鰯始時務から盟理付
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事
〕

B

こ

部
落
)

早
青
年
代
表
な
ロ
争
時
構
成
メ
シ
パ

ー
と
し
た
運
営
委
員
会
の
手
に
よ
っ

て
、
成
人
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事

を
企
爵
し
実
施
さ
れ
た
ー

成
ふ
者
は
同
開
山
町
と
し
て
、
住
民
一
話

相
即
を
し
て
い
る
昭
和
二
十
九
年
一
月

十
六
日
か
ら
同
三
十
年
一
月
十
五
口

ま
で
釘
ぷ
止
ま
れ
た
一
一
一
千
三
百
三
十
五

名
軒
続
裁
に
、
事
加
の
案
内
状
か
V
A
出

し
た
。出品は

T
F

附
謹
白
地
区
の
長
崎
潤
に
出
席
し

て
祝
辞
を
白
べ
激
務
し
た
。
な
お
金

成
人
容
に
は
、
次
白
、
手
つ
な
「
成
人

ぜ戸~ー

主な業務内容3
B 戸籍謄抄本の受吋'5eイu・
@住民票写しの受付交付 .8司書ι関守 宮 ulliv
・3課職証続等の受付交付 E知事正証明えよ依く主

[!lX扱待問3
平白書 eおから19:自Dま守

土耳霊包 畠凶器O;o、ら12 号。まで

手誌なお、市役所市民課でも戸籍，住民援の婚話受付をしています

見ノ捧絡所す 23-2753



4砂河主草事費帯・心身ともに健全な男子で市

内の学校および(学校培食共同調理場こ

住み込み可能なもむ

。応募方法&市版の履歴墨書〈家族機由

あるもの〉所家事演を記入し、写真を

添付して

ンタ

①手言語通渋皇室…。女子1名
聴覚頭害者に渥解がある健常者でなる

べく手話通訳のできる者

②長言語そ・録音量繍露hJ量ふ叫努子1名
@主毘力E章轡者で点訳、点訳校a:.録音錬

作のできる者

③濁 務 員ゐ ι ・女子2名

話器機能@l復書11線機動量生女子1名
し倖不自由渇等の習I燃に理解のある者

亡時母、幼稜豊富、小学校教諭の資格書官

有する者が好ましい〉

バ
2
4

日
ロ

Z
氏一一

Z

¥

a

ノ
均一門
/
t、
¥

潟同穐品
吟
卓

鵠
同
刊

号
必

ころ
く坊主霊ピ凡内〉

名
'P'l韓静かで雄大なアメJ)カの牧

場を背景に肉親と祖父に強

まれて響っていく少年と仔
議の友槽

o料金 1哲草月

ん
の
撹
器
部
分
が
少
事
¥
そ
の
上
と
バ
ッ
ク
ル
を

rス
で
止
め
て
離
れ

出
控
訴
富
山
間
も
つ
い
て
や
忌
て
や
b~パ
な
い
よ
五
つ
に
し
た
も
の
宇
品
出
し
て
い

、
ノ
ク
ん
が
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
い
る
だ
主
よ
レ
ど
の
こ
と
去
し
た
。
子
供
四
お
も
ち

さ

れ

た

お

も

ち

ゃ

退

陣

と

し

て

手

〆

-
d
-
!

旬

、

民

白

夢

を

こ

わ

7

ば
か
b
で
な
く
、

査

な

も

の

を

確

め

て

購

入

命

ま

で

も

台

と

7

も
の
が
あ
わ
J

ま
ず

日
で
し
た
。
そ
乙
で
メ
ー
カ
ー
に

m
の
で
、
親
は
子
供
に
お
ち
ち
ゃ
を
ら

会
レ
た
と
と
名
「
同
一
品
は
、
同
様

7
4時
は
♂
よ
く
昨
か
的
℃
安
八
伊
ぷ

商
品
喜
べ
た
と
こ
の
タ
レ
1
ム
事
ぐ
出
た
の
重
治
も
の
者
与
え
る
き
に
し
た
い
も
の



登
っ
て
い
る
と
曹
は
鷲
じ
い
マ
も
、
ガ
、
ノ
バ
ラ
な
〈
ち
帯
島

叉
h
F
Z
ト一一一奇的削
1

指
構
晶
聞
の
お
お
さ
ん
か
ら
建
議
授
受
げ
る

4
ゐ
宍
一
九
九
g
h
u
な
ん
の
そ
の
、
h
y
h
叩た

ち
は
冷
た
い
潮
風
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
受

け
と
抗
日
し
元
気
よ
く
走
っ
て
い
た
。

市
欽
会
宣
告
主
催
に
よ
る
と
の
月

例
マ
ラ
ソ
ン
は
、
市
内
の
小
中
学
生
金

対
決
に
五
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
も

の
。
そ
し
て
、
一
二
万

γほ
標
準
一

ι鋭
を

士
頃
し

T
改
手
だ
ち
に
よ
っ
て
、
京
大

会
南
町
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ロ

山円
h
M
は
、
会
場
と
な
っ
て
い
る
湘
南

海
岸
八
人
関
周
辺
の
コ
ー
ス
を
同
D
、
小

学
生
は
二
千
討
、
中
学
些
は
一
一
一
手
討
の

駅
離
で
争
白
れ
る
。
奉
加
者
の
中
に
け
は

大
人
同
負
け
の
点
イ
ム
在
的
す
子
も
い

て
、
と
の
一
人
会
の
め
ん
ど
う
浄
}
み
て
い

る
時
域
地
上
線
技
協
会
の
お
じ
え
γ
んた

ち
迄
旦
凡
ば
せ
て
い
る
。

と
の
バ
例
会
、
十
一
月
か
ら
一
作
打
一

日
ト
マ
わ
れ
て
い
る
が
、
自
を
品
開
ね
る
む

と
に
佐
ん
に
な
白
、
最
近
甘
ん
ば
い
つ
も

問
京
人
を
越
す
出
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
る
。

ま
一
川
町
一

イ
一
タ
一
て
一
し
一
た
一
式
一

イ
一

コ
一
/、一
よ
一
気
一一
国
一
・
露
支
奈
川
富
美

一
概
務
、
後
藤
同
夫
、
胃
沢
豊
次
、

一
口
友
一
口

1
時
間
M
M分
灯
秒

ァ
「
夜
露
ナ
バ
時
A
(氏
井
卓
コ
一
、

い
た
み
、
札
口
く
な
っ
て
い
る
白
が

原
印
刷
、
新
し
い
ケ
ー
ブ
ル
に
取
D

革
主
主
ほ
し
い
。
ア
ジ
テ
フ
の
コ

ー
ド
は
一
一
一
件
、
ア
ン
テ
ナ
自
読
は

四
年
で
取
り
蓄
マ
メ
で
み
て
は
。
四
四

〈
テ
レ
ピ
む
上
手
な
見
方
〉
ち
が
え
る
辛
つ
な
き
れ
い
な
麗
笛

V
き
れ
い
な
彊
由
を
み
る
た
め
に
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

隠
湿
が
ニ
晴
男
ニ
重
に
な
る
の
は
@
哀
京
電
力
だ
は
、
と
希
望
に
よ

電
波
が
連
中
白
山
や
高
い
ピ
ル
に

D棒
想
議
智
会
や
岬
砲
丸
教
設
な
と

反
射
し
、
二
重
に
な
っ
て
畏
仰
木
横
無
料
ヌ
打
っ
て
い
る
。
間
体
で
希

に
入
う
て
起
ζ
る
も
の
で
、
防
止
博
さ
れ
る
方
は
、
平
塚
営
業
所

に
ほ

y
y一
ア
ナ
の
狩
街
、
高
吉
、
〈
民
的
幻
・
一
九
一
二
内
鶴
二
四

方
向
歩
変
え
る
と
な
お
る
。
。
〉
へ
と
迷
絡
役
。
係
刊
日
が
伺

V
間
出
尽
な
ど
画
面
が
郡
山
い

v

フ。

塩
害
や
ほ
こ
-
h
u
で
ケ
ー
ブ
ル
が

@第2ffilめ碗;合致命6s普
ホー)~

午後 7時30分~8時30分

事事 公中小企業診断士 E宜野雄佐武、開
対誠、藤巻最E日

・中小企業指噛こと 荻i司一男、柴田
邸際民

ら

会ミ主俊市教務黍重量
※入場無料です。お手記事主に参加を

共鑑平揮帯、平揮翻工事務所、市高JS遼合金、市議:r:告喜多所



果
的
な
会
合
白
持
お
万
」
桑
村
信
財
閥
」
・

2
月
初
百
〈
ポ
〉

〈
一
一
一
口
論
科
学
研
究
所
)
・

2
月
刊
日
百
(
臼
ν
9時
imμ
時

(
争
)
詩
同
開
「
司
会
の
カ
房
設
工
つ
に
マ
お
茶
会

'
Z
月
1
日
(
士
U
W四時

県
立
需
を
白
司
会
館
山
ぷ
ぽ
、
合
月
も
は
」
桑
村
信
感

2
3
H
7臼
〈
金
〉
初
分
i
m時
ぬ
分

-
白
戸
行
事
家
計
山
屈
し
可
小
山
中
生
が
ら
嵩
技
「
レ
ク
旦
子
j

シ
ョ
ジ
ダ
ン
ス
マ
習
誕
諮
問
耳
鼻
・

3
月
2
自
(
臼
〉

J

少

与

、

一

般

市

、

U侍
必
分
j
苅
時

民
自
み
な
宇
ん
ま
弘
式
合
白
羽
制
当
時
H
M
M昨

ヨ

涼

む

伝

又

〉

持

マ

陶

芸

コ

]

ス

「

で
広
く
利
害
る

2
5
t
p寸
宮

q
E
F
一
一
A
g
一
豆
コ
三

d
i

問
則
前
の
削
叫
が
」
関

ょ

っ

呼

び

か

け

て

芸

家

芝

山

古

口

邦

い

品

。

部

日

か

ら

3
月
2
お
ま
で

a
2品
目
安

次

の

催

し

も

の

〉

1
3月
M
百

(

へ
白
書
加
を
持
望
ず
る
人
は
、
直
接
」
日
窓
レ
ク

y
ェ
1
シ
ョ

Y
協
会
職
金
〉
四
時
ぬ
分
i
m時
初
分
勤
労

平
塩
青
少
母
会
館
へ
き
て
ほ
し
い
。
同
月
/
時
間
は
い
ず
れ
あ
品
目
時
mw分
3

青
母

ハ
塙
語
科
・
七
O
一

一

九

)

問

時

mw分
勤
労
背
年
初
人
ヤ
背
伴
映
顔
劇
場
「
赤
一
一
間
的
ち
ゃ
ん

マ
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
嬉
金
/
・

hv
会
館
利
用
者
発
表
会
「
良
一
千
掴
気
を
つ
け
て
」
・

3
月
日
臼

(15

2
月
幻
百
(
金
)
講
演
「
楽
レ
あ
絞
、
写
真
、
閥
謡
、
書
道
、
そ
白
偽
四
時
i
初
持
動
笠
岡
年
初
人



そ14252見下?民主計釘時自主主明言
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第 2長j お待ち

予定者 (1回受ける〉

霊童時間 .13時3C分......，15符まで。ただ
し民日]の会識は14時 -....15時
露軍部留臼穣

2 Jl18臼 構内団地集会掲
出量豊田公匡望宮

? 19臼 大男子公民館東金沼会民
館

.y 20B 1w公置強宮 民中央腰掛土
百マヨ芝所

'" 21日摺費公民強烈松原♂馬
責宮

3月 7白市民c/占」
.y 18臼 平壕市E部開院

ク羽田神田公民間八帯公民館

'" 20沼花水公民館中照会民俗
? 24日金自公民館民岡崎公民

安官 民棋丹館

市の統計調査佑では、卒業所統計

調査と国勢調賓の調査を募集し

てます。家事の合い聞に己主る簡

蹴な調査、お気軽にc[;参事を〆

察官 民~島公民館

舗前書襲・潟1歳までの蔀ちゃんなら
どなたでも受けられます@当日は

母子手4援を忘れずに持って苦てく
すささい。

盤持罪事 E午前9時30分-1岱蒔部分
2月初日仁木〉貯必海公医設宮
1-27日付。吉沢公民総
3月 6El (方。
，t 13日(木〉
'" 14日〈金〉市役Jヲ9B会議室
? 20B仁木〉量豊田公E道官

1>' 27日〈木コ念自公民館

く〉資格市内在住で]鴻誌との

入、住J草月墜を!間わない

心報酬各調査の栂鎖;ご応じて

1 調査平:t'>]~芭 1 万円-l Ji 5 ヂ汚

く〉ところ

<>出演間体花木工コ}合務部、コ-~カノYまどか

コーラス、平塚合ll!':B宮、董苦の虫、フラヲーコ}ノレポ

ロブzコ、取まび乙コ}ラス

。合間合唱なつかしき援の獄、ハレルヤ

<>主主 構平揮市民センター

夜戸彦君却料 輯望者は市民セン点」事務窃へ
(22) i700 匂糠 34話

。演爵
ー三岳捜部鳥箆

・2十三住専:室脱出来高官i高校乙宏文武吉E

-菅原伝長手習盤石河島I'l!

=主燦 布教湾委員会主士会教湾課



w
v
内
容
公
害
の
妨
止
、
自
然
の
保

護
な
P
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
意

義
争
議
課
し
た
も
の

マ
応
葬
方
冶
官
製
は
が
告
に
住
所

民
名
、
年
齢
、
職
業
〔
学
校
名
、
学

年
〉
、
郵
便
穐
号
、
埼
議
笠
闘
記

wv
送
D
先
端
京
刊
千
代
M
g鍛
ケ

間
判
ゴ
一
の
一
心
一
(
郵
便
品
号
一

O
O〉

環
境
E
U
総
務
課
広
報
答

柑

v締
め
切
P

2
月
初
h
口

問
地
区
に
住
宅
パ
ム
凶
む

間
泌
が
出
楽
る
レ
ζ

醜
聞
き
ま

し
た
が
、
事
実
そ
の
よ
ろ
な
許
闘
が

あ
お
で
し
ょ
ろ
か
。

も
し
、
計
画
が
あ
る
本
b
ば
現
在

わ
か
っ
て
い
る
範
圏
内
支
け
っ
ζ
う

で
す
か
ら
、
い
つ
か
ら
ヱ
事
が
は
じ

ま
る
の
か
、
募
集
日
付
湖
、
戸
数
な
ど

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
八
重
眠
釘
…
住
民
〉

掛
的
人

V
募
集
謝
間
同

e
Z月
6
内口
5
刊
ug

詳
し
い
こ
と
け
虫
学
校
〈
穏
引
?
。

九
一
白
〉
へ
お
た
ず
ね
を
。

劃
則
非
古
で
は
、

PL戸ふ切

55Lシ

け

J
iズ
「
D
岳、

c
m」
を
二
月
ニ

ト
五
日
発
売
す
る
が
、
平
塚
郵
樋
島

支
は
志
決
デ
パ
ー
ト
で
「
郵
便
挙
禁

固
周
」
を
努
可
乙
と
に
な
っ
た
。
な
お

平
塚
郵
便
局
と
塁
率
掲
示
"
は
記
念

切
手
の
強
売
と
記
念
日
付
伶
ゐ
押
印

キ
予
る
。

マ
混
一
手
期
間
2
月
話
円
5
日
円
近

日
消
向
調
生
活
婦
人
巴
つ
ど
い
が
二
月

て
干
五
百
金
回
公
民
館
千
品
聞
か
れ
る

時
聞
は
午
後
一
時
一
ニ
十
分
か
ら
一
一
一
時

一
一
一
十
分
ま
で
。
ロ
掃
人
の
万
ど
な
た

で
も
お
気
軽
L
害
加
者
。

マ
テ
ー
マ
「
食
増
間
同
開
祖
」

の
日
較
で
銘
く
。

嚇

v
F討
砧
時
間
同
午
後
5
時
mw分
か
ら

曹
鱗
担
祖
師
穏
午
後
6
蹄
か
ら
8
持

軍
携
帯
品
選
転
会
許
証
と
通
知
式

命

2
月
話
回
き
翼
民
館

@
2
月
刊
ω
臼
〈
京
〉
否
決
公
民
館

@
2
月
幻
自
(
木
〉
品
目
公
民
館

'
3対
3
尽
(
月
〉
八
幡
公
民
館

。
3
月
4
日
〈
府
心
神
間
公
民
館

・
3
R
5
B
〈
京
)
曲
官
民
会
民
館

j
f日
采
〉
中
央
会
鎗

i月
7
臼
〈
多
大
野
ゑ
語

@
3
月
一
ι門
口
〈
火
V
須
賀
会
民
館

。
3
月
沼
田
〔
水
〉
花
ポ
ー
ハ
ム
民
総

6
3
月
訪
日
〈
木
〉
醤
士
見
公
民
館
'

@
3
月
刊
h
口
〈
ゐ
む
祭
巷
小
学
校

ゲ
ー
ム
や
ス
ポ
l
yを
議
し
て
手

依
田
遊
び
珂
手
に
な
っ
て
い
た
だ
く

青
白
ヰ
ポ
ジ
Y
一
ア
ィ
ア
の
算
換
を
し
て

い
る
。
マ
申
、
込
み
φ

住
所
、
民
名
、
町
齢
、

勤
務
先
を
記
入
し
、
左
記
へ
@

白
平
明
暗
市
河
内
ゴ
一

}
i
dハ
河
南

倶
損
部
住
藤
英
一

モ
エ
主
?
の
葬
祭
聖
レ
で
い
る
⑮

マ
募
集
人
員
百
名

す
募
持
期
限
・
2
月
刊
約
百
ま
で

wv
資
格

am歳
以
上
の
県
民
ハ
公
務

員
と
公
葬
に
よ
る
犠
政
モ
…
一
々
?
経

験
J

刀
法
ふ

マ
謝
礼
@
年
務
一
万
円

マ
申
込
7
4
用
紙
夕
開
拓
行
政
セ
Y
-
3

1
ま
た
経
巾
役
所
市
民
相
誠
容
に
用

意
し
で
あ
る
。

田
町
で
は
、
昭
和
五
十
年
度
目
事
政

住宅公簡は娼小学校縄織に磁波吉れる

な
る
予
定
判
ず
。
ヤ
ム
説
明
用
進
入
道
路
定
。
し
た
が
っ
玄
人
間
閣
の
時
招
は
五

の
建
設
は
ず
雪
包
軍
支
れ
て
い
ま
十
一
一
年
三
万
一
慢
を
γ
相
三
五
辛
え

す
が
、
建
型
工
事
、
押
帯
工
事
等
め
〈
金
製
掛
金
問
担
当
〉

静
て
は
五
十
一
年
十
二
月
慌
の
予

浦
湾
4
M
L
晶
る
尚
門
知
前
知
読
め
れ
臨
悲
鳴

一
一
一
歳
に
な
る
女
む
子
て
Y
が、

黙
が
一
て
ふ
且
以
上
に
な
る
と
ひ
さ
幼
稚
関
月
白
八
九
対
し
て
二
人
位

つ
け
ま
す
。
ま
た
、
限
措
に
な
る
が
乙
の
熱
枚
け
い
れ
ん
を
経
験
レ

男
の
子
で
す
が
、
熱
が
出
は
じ
め
て
き
た
と
ヨ
わ
れ
ま
す
。

る
と
、
ひ
き
つ
け
ま
す
。
ア
《
の
熱
性
け
い
れ
ん
は
、
家
族

と
の
よ
う
に
、
劫
氾
九
多
い
ひ
的
に
類
似
の
恥
商
傾
向
音
羽
下
、

き
つ
け
千
謁
熱
と
央
に
ひ
き
つ
け
両
親
と
か
兄
弟
と
か
が
混
じ
手
つ

る
も
む
を
「
熱
性
け
い
れ
ん
」
と
に
到
性
け
い
れ
ん
の
経
厳
守
も
つ

呼
ん
で
い
ま
す
。
と
の
一
三
二
一
一
一

lE
閉
が
あ
る
と
一
口
わ
れ
て

熱
普
い
れ
ん
ほ
、
年
詑
ノ
一

X
A
い
ま
す
。

ζ

の
熱
器

齢
と
量
に
関
撮
し
て
務
内
ブ
弘
い
れ
ん
か
ら
で
ん
か
ん

い
る
と
三
わ
れ
て
い
ま
一
二
一

P認
に

葬

ず

る

き

は

少

す
。
そ
れ
は
、
生
復
六
む
と
V
3
7矛
な
い
と
z

一
一
日
わ
れ
て
い
ま

ヵ
月
頃
か
を
ハ
歳
位
ま
務
~
イ
内
パ
附
す
。
し
か
レ
て
ん
か
ん

で
の
問
L
み
ら
れ
る
と
一
3
1
3
ゴ
一
3
4
に
受
付
は
ん
な
い
が
、

い
う
の
が
特
徴
で
、
小
学
校
大
学
賞
涌
白
子
ど
も
と
違
っ
た
問
題
を

後
、
ま
た
は
六
ヵ
月
末
満
白
子
ど
持
つ
可
掃
が
が
あ
る
、
と
一
寸
一
同
わ
れ

も
に
は
、
ほ
と
ん
i

ど
る
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
懇
意
ポ
ほ

と
い
う
統
詐
で
Y。
ま
た
、
け
い
な
い
が
、
他
の
子
に
ナ
ヨ
ソ
カ
イ

れ
ん
は
二
十
分
以
k
続
い
て
い
な
を
出
す
、
ち
ょ
っ
と
し
子
手
ど
も

い
、
{
回
数
は
年
四
回
伎
と
も
一
色
わ
っ
ぽ
い
い
た
ず
り
が
子
る
。
黒
田

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
熱
と
午
活
に
な
じ
め
な
い
、
落
妄
言

共
仁
起
つ
だ
け
い
れ
ん
で
あ
っ
て
が
な
い
よ
長
成
察
製
品

も
、
車
架
け
い
れ
ん
を
壬
点
状
と
に
は
あ
が
ら
な
い
と
か
の
問
題
を

す
る
よ
主
病
気
支
援
に
あ
る
も
つ
ょ
っ
校
受
電
車
皇
子
。

場
内
は
単
に
熱
性
け
い
れ
ん
と
時
て
す
か
ら
、
熱
性
け
い
れ
ん
は

ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
日
て
ん
か
ん
の
船
言
語
な
い
が

本
脳
炎
は
、
高
熱
と
裁
孫
障
害
と
向
ら
か
の
意
味
育
研
し
変
っ
き
ナ

け
い
れ
ん
が
一
河
来
の
主
版
状
て
あ
よ
も
と
も
一
口
わ
わ
て
む

って、

ζ
の
場
合
は
、
け
い
れ
ん
専
門
医
の
ツ
援
を
受
げ
r

が
起
つ
〕
品
川
り
的
な
の
で
あ
っ
て
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
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j 務制 f大衆交ムIQ)fTBA日3S年
草月号に載った戸JIi点縫f¥oのー父

から採った一旬でとカバ)，iこ三筋の

綿がある。f11Js1-U苦も併せておほめ

いただきたいミを、戸jli民の筆跡

でほPのとしたp

戸111前市長のあとを議けついだ
加藤〕太郎前長は、市民のための

自然公閣として、総噌平の諸施設

密売鐘なものとするζ とを謹註習し

ほぼその自約者達した。これ除草霊

らずもミか1Jに二三筋の綿がある去

々ミ』こ合致したこととなったとと

ζの主主碑推進者たちの大きな

したとζ ろであった。

建碑除帯式は、向年10月 5認に
おこなわれ、戸Ji燃の方々は申す

まぜもな〈、戸111民昔話曇る多<@

人々が大きな歓びさぞもって祝還し

合った。碑はdて叫 I石、稼碍は殺

符Ji!産右。

戸Jil貞雄民 (1894"-1974)は、

大医11年く1922)、28歳のとき平

壇の地に患を定められ、昭粕30年

から2期 8毘にわたD平塚市議c[)

詩予に在ったが、昨年7月 5潟、
裁で病没された。

一

昭和初年春父、平援市銃光協会tJ雷

発足した。次いで昭祁32年喜幸、平

塚市街j施行周年祝駕の筈が千畳

敷丘陵で監査々し〈勝経された。

当時の千畳敷は、戦争中の高射

碇亜戦監の殺畳表が散在し、いたく荒

れはてていた。しかしむとの銚望

はすばらしいので、市長戸/!I点旋

E廷がミ千塁塁敷を市民むための自然

公認としようではないかミと観光

協会の潔事会に提案された。 ζの

幸重要電は大賛成之もって採択され新

らしい溜は新らしい草袋にという

わけで、新名称でJ浮びたいという

とζろから、命名を市長に一任し

たa かぐでた訪日間平ミという地名

が発生したのである。

昭和44年春、平塚罰光協会役員

有志が籾帯平へ戸Jil約市長の記念

碑を建てたいと企E留をすすめナt，:"

ととろが、

いちひま行きなhやんだが、縄南平

衛手患の白蟻の人として、ぜひ建立

させていただきたいと鵠諮し、噺

〈法諾を揮で、加藤ーよ部市長の

捧箔による碑を主主てることができ

場料鹿沼日穣 2}ヨ1告白 (z)<)三協化学/23日CB)

神田地区自治晶/258C火〉三共

必成/27臼〈木〉モダンプクスナ

ァク件二敵〉、住友重量機〈午後〉

<>一一一一一<>

ゃく〉ご協力島田がとうございました00.

F信苦容ヲT109ヌ官、潟有三洋2E宏、殿内工業65京、居安

楽土木試験濁44京、台可矯工 1悩本;、本ニ家 169
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